
令和７年度 府中市立保育所自己評価チェックシート実施結果 

府中市立美好保育所                                                          【参考】公立保育所平均値 

自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

1 人権尊重 100% 0% 

子ども一人ひとりの気持ちや発達、家庭環境等の多様な状況に配慮し

た関わりを心掛け、子どもの人権を大切にしている。また、子どもが

自ら発信し、自主的に行動できるような関わりを意識している。 

 99.9% 0.1% 

2 説明責任 100% 0% 
必要な情報は掲示や配信、口頭で周知している。また、保護者との関

わりは、日頃から丁寧な対応やわかりやすい説明を意識している。 
 99.7% 0.3% 

3 情報保護 98.0% 2.0% 
個人情報の保護に細心の注意を払い、会話や文書の取扱いに関する研

修等を行うなど、職員全員で情報の漏洩がないよう留意している。 
 99.8% 0.2% 

4 苦情解決 100% 0% 
日頃から意見が伝えやすい雰囲気づくりを心掛け、相談や要望があっ

た際は職場全体で共有し、より良い改善策を検討している。 
 99.8% 0.2% 

5 保育内容 100% 0% 

一人ひとりに応じた対応や個々の成長を受け止める保育を行うため、

会議の場において日々の保育の気づきや悩みを職員間で話し合って

いる。また、子どもたちの思いに耳を傾け、意欲的に活動できる保育

を心掛けている。 

 99.3% 0.7% 

6 小学校との連携 100% 0% 

近隣の小学校や学童を訪問する機会を持ち、小学校への興味関心を育

てている。小学校に向けて、どのような保育を行っていくかを職員間

で共有し、検討している。 

 98.6% 1.4% 

7 健康支援 98.7% 1.3% 

看護師と連携を取り、子どもの健康管理、体調把握に努めている。ま

た、保護者に向けて情報発信を行い、相談にも対応している。このほ

かにも、子どもに保健指導を行い、自分で変化に気づき発信できるよ

う促している。 

 99.2% 0.8% 

8 食育の推進 100% 0% 
栄養士と連携を取り、食事や食育活動を通じて、食への意欲が芽生え、

楽しくおいしく食べられるような雰囲気づくりに配慮している。 
 99.8% 0.2% 

9 環境・衛生管理並びに安全管理 100% 0% 

日々、環境整備や事故防止を意識している。気づいたことは職員間で

声を掛け合い、その都度環境の見直しや安全に過ごせるための環境づ

くりについて話し合っている。 

 99.9% 0.1% 

10 災害への備え 100% 0% 

定期的に避難訓練を実施し、子どもが避難方法を身につけられるよ

う、様々な場面を想定して訓練している。また、保育の中で常に子ど

もの位置を把握するよう意識している。 

 99.7% 0.3% 



自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

11 子育て支援（保護者への支援） 99.2% 0.8% 

保護者の思いや子育ての悩みに共感し、保護者と一緒に子どもの育ち

を見守れるよう、丁寧な対応を心掛けている。また、保育所全体で子

どもと保護者を支えていけるよう、職員間で連携している。 

 99.1% 0.9% 

12 子育て支援（地域等への支援） 100% 0% 

園庭開放の参加者に声を掛け、利用しやすい雰囲気づくりを意識して

いるものの、利用者が少ないことを課題として認識している。また、

園外で出会った方に挨拶するなど、関わりを意識している。 

 98.3% 1.7% 

13 要保護児童への対応 98.0% 2.0% 

子どもの視診をしっかりと行い、子どもの育ちを大切にする環境づく

りに努めている。また、必要に応じて関係機関と情報共有を行うなど、

連携を図っている。 

 99.8% 0.2% 

14 

特色ある教育と保育 

（特別な支援を要する子どもへの対

応） 

100% 0% 

一人ひとりの良さを大切にしながら、子どもにとってどのような支援

が望ましいかを保護者、関係機関と連携しながら考えている。また、

支援方法や日々の保育については、職員間で相談し、様々な視点から

対応できるよう意識している。 

 99.9% 0.1% 

15 地域の実態に対応した保育事業 98.0% 2.0% 

近隣の保育施設と交流を行い、地域の活性化やつながりを広げられる

よう意識している。また、ボランティアや職場体験の受入れを行い、

地域交流の定着化に努めている。 

 97.6% 2.4% 

16 研修 97.6% 2.4% 

職場内から定期的に研修へ参加し、変化する時代や多様化する保育環

境に対応できるよう学びを深めている。研修後は、職場内でフィード

バックを行い、職場全体の質の向上や自己啓発につなげられるよう取

り組んでいる。 

 98.8% 1.2% 

 

自己評価チェックシートを実施しての振り返り 

・公立保育所全体と比較して数値が下回る結果となった項目のうち、研修については、職員の希望によって外部研修に参加している状況ですが、複数の職員が同

じ研修を受講することが難しい場合があります。そのため、研修後に職場内でフィードバックを実施し、職場全体の保育の質の向上につなげられるよう意識し

ています。今後は、より積極的な研修への参加や複数名での受講の調整を行い、職員の自己啓発や保育のスキルアップにつなげていきたいと考えています。 

・多くの項目において、職場内で共有する意識が高まっている傾向が見られました。日々の保育での気づきや悩みの共有、食育や健康に関する専門職との連携、

保護者や関係機関との連携、会議の中で振返りを行うなど、報告、共有、話し合いの力が職員全体に根づいてきていると実感しています。今後もこの文化を大

切にし、保育所全体で「子どもにとって」という視点を常に持ちながら、一人ひとりの育ちを支援し、保護者に寄り添った保育を展開できるよう努めていきた

いと考えています。 


